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在 チリ日 本大 使 館 経済 班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2017年 12月 ） 

 

 
１．経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） － 前

年 同 月 比 3.2％増 －  
11 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 3.2 ％ ，

季 節 調 整 済 前 月 比 は0.7％となり，順 調

な回 復 を 見 せた 。中 銀 に よると， 鉱 業 は

前 年 同 月 比 2.9％と引 き続 き好 調 で，鉱

業 以 外 の業 種 も同 3.2％と回 復 し始 め，

商 業 ，サービス業 ，製 造 業 が上 昇 してい

る 。 な お ， 季 節 調 整 済 前 月 比 で は 鉱 業

は ▲ 0.8 ％ ， 非 鉱 業 部 門 は 0.9 ％ と な っ

た。 

中 銀 ア ン ケ ー ト に よ る ２ 月 の IMACEC の 予 想 は 前 年 同 月 比 2.6 ％ （ 中 央 値 ） と な っ て い

る。 

 

（２） 消 費 －回 復 している－  
①  11 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE

公 表 ） は ， 先 月 に 引 き 続 き 前 年 同 月

比 6.0 ％ と な っ た 。 同 指 数 の 小 売 業

（除 く車 ）は同 4.5％となった。 

②  11 月 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 販 売 額

（ 実 質 ， INE 公 表 ） は ， 前 年 同 月 比

3.9％となった。 

③  11月 の商 業 販 売 額 （チリ商 工 会 議

所 公 表 ，サンティアゴ首 都 圏 ，暫 定 値 ）

は，3.0％となった。 

＜概 要 ＞ 景 気 は回 復 している。  
● 消 費 は改 善 している。  
● 企 業 マインドは低 下 が見 られたが，生 産 は回 復 している。  
● 失 業 率 は低 下 している。  
● 消 費 者 物 価 は上 昇 率 が低 下 している。  
● 貿 易 は黒 字 が続 いている。  
● 銅 価 格 が上 昇 し，為 替 は急 速 にペソが強 くなっており，株 価 も上 昇 している。  

先 行 きについては，銅 価 格 及 び為 替 の動 向 が国 内 経 済 に与 える影 響 に引 き続 き留

意 する必 要 がある。 
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（ポイント）
企業業況判断指数（IMCE）
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④  11月 の消 費 者 認 識 指 数 （CEEN公 表 ）は111 . 1と前 月 （109 . 2 ）から回 復 している。現 状

指 数 は128 . 2（113 . 6），将 来 指 数 は105 .1（107 .9）となった。  

⑤  12 月 の 新 車 販 売 台 数 は 34 ,758 台 （ 前 年 同 月 比 9.8 ％） と な っ た 。 2017 年 の 販 売 台 数

合 計 は36万 900台 で前 年 比 18 .1％増 となった。  

 

（３） 鉱 工 業 生 産 ，電 力 －回 復 してい

る－  
11 月 の 工 業 生 産 指 数 は ， 前 年 同 月

比 0.6 ％ と な っ た 。 セ ク タ ー 別 で は ， 革 製

品 が 21.1 ％ ， 機 械 製 品 が 50.9 ％ ， た ば こ

が 42 .3 ％ ， 石 油 派 生 製 品 が 27.6 ％ ， 自

動 車 が25 .5％と増 加 する一 方 ，その他 の

運 搬 製 品 が 同 ▲ 27.4 ％ ， 革 製 品 が ▲

25 .8％と下 落 している。 

11 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

4.2％，銅 生 産 量 は同 4.6％となった。 

11月 の電 力 指 数 は前 年 同 月 比 1.4％となった。 

 

（４） 企 業 の業 況 判 断 －低 下 してい る

－  
11 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

47 .01 ポ イ ン ト と ， 先 月 か ら 比 較 す る と 後

退 し て い る 。 前 月 差 は ▲ 3.01 ポ イ ン ト と な

っ た 。 内 訳 を 見 る と ， 商 業 が 53.86 （ 同

2.56ポイント）で好 調 を示 す一 方 ，製 造 業

も42.56（同 ▲2.95ポイント），鉱 業 は39.66

（ 前 月 差 ▲ 11.00 ポ イ ン ト ） ， 建 設 業 が

34 .38（同 ▲2.59ポイント）と下 落 している。

なお 本 調 査 は，大 統 領 選 挙 （決 戦 投 票 ）

前 に実 施 された。 

 

（５） 不 動 産 － 住 宅 ・ 非 住 宅 と も に 下

落 している－  
11月 の建 築 許 可 面 積 （INE公 表 ）は前

年 同 月 比 ▲ 16.8 ％ （ 3 か 月 移 動 平 均 ） と

下 落 が 続 い て い る 。 内 訳 を 見 る と ， 住 居

が同 ▲16.7％，非 住 居 は同 ▲16 .3％と下

落 が続 いている。 
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就業者数 失業率（右目盛）

雇用情勢（千人） （％）
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(%) 消費者物価の動向

総合 コア 政策金利

インフレターゲット
（2～4％）

（６） 雇 用 －失 業 率 は低 下 している－  
９ ～ 11 月 期 の 失 業 率 は 先 月 に 引 き 続

き 6.5 ％ と ， 低 下 し て い る。 前 年 同 期 比 で

見 る と ， 労 働 力 人 口 は 205 , 678 人 増 加

（ 前 年 同 期 比 2.4 ％ ） ， 就 業 者 数 は

171 , 894 人 増 加 （ 同 2.1 ％ ） し ， 失 業 者 数

は 33 ,715 人 減 少 （ 同 6.2 ％ ） し て い る 。 就

業 者 数 を 職 業 別 に み る と ， 金 融 仲 介 業

が 前 年 同 期 比 12 .4 ％ ， 教 育 ・ 科 学 技 術

が 同 8.9 ％ ， 情 報 ・ 通 信 が 7.5 ％ と 増 加 す

る 一 方 ， 鉱 業 が ▲ 2.8 ％ と 下 落 を 続 け て

おり，農 林 水 産 業 が▲1.4％と減 少 している。 

11月 の賃 金 は，名 目 は前 年 同 月 比 5.5％，実 質 は同 3.5％となった。 

 

（７） 物 価 －上 昇 率 が低 下 している－  
12 月 の 消 費 者 物 価 指 数 （ 総 合 ） は ，

前 月 比 は0.1％，前 年 同 月 比 は2.3％とな

った。品 目 別 に前 年 同 月 比 の動 きをみる

と燃 料 （8.7％），アルコール・タバコ（6 .8％）

が 上 昇 し て い る 一 方 ， 衣 料 品 ・ 靴 （ ▲

6.0％），通 信 （▲1.0％）と下 落 している。 

中 銀 アンケートによる12月 の消 費 者 物

価 指 数 （ 総 合 ） の 予 想 は 前 月 比 0.1 ％ と

な っ て い る 。 イ ン フ レ 期 待 は 1 年 後 ： 2.6 ％

（前 月 2.5％），2年 後 ：3.0％（前 月 3.0％）

であり，物 価 の回 復 には時 間 がかかると見 ている。 

11月 の生 産 者 物 価 （全 産 業 ）は，前 月 比 は1.1％，前 年 同 月 比 は9.7％となった。鉱 業

が上 昇 （前 年 同 月 比 17 .0％）し続 ける一 方 ，銅 以 外 の産 業 では低 下 （同 3.2％）しており，

特 に農 耕 牧 畜 （同 ▲1.6％），建 設 （同 ▲0.4％）で低 下 している。 

 

（８） 貿 易 －黒 字 が続 いている－  
①  12 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 67 . 5 億 ド ル

（ 前 年 同 月 比 8.2 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を 見

る と ， 鉱 業 品 41 .2 億 ド ル （ 同 25 .9 ％ ） ， 農

林 水 産 品 4.3 億 ドル（ 同 ▲39.3％）， 製 造

業 品 22.0億 ドル（同 ▲3.1％）となった。鉱

業 品 の う ち 銅 は 38.6 億 ドル （ 同 30 .2％ ） と

なった。 

②  12 月 の 輸 入 額 （ FOB ） は 56 . 9 億 ド ル
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IPSAサンティアゴ主要株価指数（2002/12/30=1000）

（ 前 年 同 月 比 8.0 ％ ） と な っ た 。 内 訳 （ CIF ） は ， 消 費 財 18.1 億 ド ル （ 同 11 .2 ％ ） ， 中 間 財

30 .3億 ドル（同 10 .3％），資 本 財 11 .9億 ドル（同 ▲4.0％）となった。 

③  12月 の貿 易 収 支 （FOB）は10 . 6億 ドルの黒 字 となった。 

 

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB）：11月 の貿 易 額 は，輸 出 額 5.9億 ドル（前 年 同 月 比 13 .5％），輸 入 額

1.9億 ドル（同 8.7％），貿 易 総 額 では7.7億 ドル（同 4.7％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB）：11月 の貿 易 額 は，輸 出 額 17.3億 ドル（前 年 同 月 比 8.7％），輸 入 額

12 .9億 ドル（同 7.4％），貿 易 総 額 では30.2億 ドル（同 8.2％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB）：11月 の貿 易 額 は，輸 出 額 4.7億 ドル（前 年 同 月 比 34 .3％），輸 入 額

1.8億 ドル（同 18 .8％），貿 易 総 額 では6.5億 ドル（同 29 .6％）となった。 

 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －急 速 に高 まっている－  
12月 の国 際 銅 価 格 は1ポンド3.0545ドル（１日 ）

で始 まり ，先 月 から引 き続 き 中 国 の景 気 不 振 に

よ る 冷 え 込 み が 見 ら れ た 。 し か し 17 日 の 大 統 領

選 挙 後 はペ ソ 高 と 共 に 銅 価 格 も 回 復 し， また 中

国 政 府 の環 境 規 制 を 受 け 、 一 部 操 業 を 停 止 す

るなど中 国 国 内 での生 産 が減 ったことから，弾 み

がつ いた ，月 末 に は3.2464ドル（29日 ）と前 月 末

比 5.9％で終 了 した。 

12月 の銅 在 庫 は，542 , 243トン（１日 ）で始 まり，

月 末 に は 543 , 786 （ 29 日 ） と 前 月 末 か ら 減 少 し

た。 

 

（２） 為 替 －急 速 にペソが強 くなっている－  
12月 の為 替 は，1ドル645 . 32ペソ（１日 ）で始 ま

り，先 月 から引 き 続 き 17日 の大 統 領 選 挙 までは

ペ ソ 安 傾 向 に あ っ た が ， 選 挙 後 に 反 転 し ， 世 界

的 な 商 品 価 格 の 高 騰 も 重 な り 急 速 に ペ ソ 高 傾

向 と な っ た 。 月 末 に は 615 . 22 ペ ソ （ 29 日 ） と 前 月

末 比 ▲27 .19ペソで終 了 した。 

 

（３） 株 価 －下 落 している－  
12 月 のIPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式 指 数 ）

は 5024 .42 ポ イ ン ト （ １ 日 ） で 始 ま っ た 。 先 月 末 か

ら 引 き 続 き 下 落 を 続 け ， 一 時 期 は 4000 ポ イ ン ト
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台 まで落 ち込 んだ が，大 統 領 選 挙 翌 日 （18 日 ）には開 始 以 来 の 最 高 値 5595 . 65ポ イ ント

を付 けた。その後 世 界 的 な株 高 傾 向 も重 なったことから急 速 に上 昇 し，月 末 には5564 . 60

ポイント（29日 ）となり，前 月 末 比 11.2％で終 了 した。 

 

 

3．経 済 トピックス 

（１） 再 生 可 能 エネルギーとグリーン税 （報 道 ）  
 グ リ ー ン 税 （ 温 暖 化 防 止 税 ） の 課 税 に 関 し て ， 国 内 の 環 境 関 係 者 及 び 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 事 業

者 の 間 で 懸 念 が 広 が っ て い る 。 税 制 上 は ， 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 事 業 者 に も グ リ ー ン 税 が 課 され る こ と に

なっているが，これは，そ も そもの法 の 趣 旨 に 反 する のではないかという疑 問 が 出 ている。  

 グ リ ー ン 税 は ， 実 際 の と こ ろ ， Ｃ Ｏ ２ な ど 温 暖 化 ガ ス の 排 出 を 抑 制 す る 技 術 を 取 り 込 ん だ 電 力 に 係 る

全 ての 事 業 者 の 税 負 担 割 合 は 低 く 設 定 されてい る。  

 チリ 再 生 可 能 エネル ギ ー 協 会 （ ＡＣＥ ＲＡ） は， 当 局 に 対 し て， 当 該 税 制 の 見 直 しを 求 め てい る 。 業 界

関 係 者 によれば， 政 府 の 対 応 はポジティブなようなであるが，結 論 は 見 え ていない。  

 ２ ０ １ ７ 年 の グ リ ー ン 税 の 課 税 対 象 事 業 者 は ， ９ ３ 社 。 う ち 半 分 は ， 発 電 事 業 者 が 占 め ， そ の 他 は ，

水 産 業 者 ， 農 業 事 業 者 ， 木 材 及 び 製 紙 業 者 であり， 温 暖 化 ガス 排 出 量 が５０ Ｍｗｔ（メガワット・ サー

マル）以 上 の 事 業 者 であ る。  

 

（２） ２０１８年 の投 資 見 通 しと政 策 金 利 （報 道 ）  
 チリの 対 内 投 資 は ４ 年 間 続 け て 減 少 し た が ，２ ０１８ 年 は １． ８％ か ら５ ． ２％の 増 加 が 見 込 ま れ る 。 チ

リ 中 銀 が ４ 日 ， 上 院 財 務 委 員 会 に 提 出 する １ ２ 月 の 金 融 政 策 報 告 書 の 内 容 を 中 銀 委 員 が 説 明 し

た。同 報 告 書 では，インフ ラは低 く 抑 え られている 一 方 ， 物 価 の 変 動 は 金 融 政 策 の 課 題 としている。  

 政 策 金 利 は ， 本 年 ５ 月 以 降 ， ２ ． ５ ％ が 維 持 され て お り ， イ ン フ レ は 過 去 １ ２ ヶ 月 間 ， 中 銀 目 標 の ２

～ ４ ％ 内 に 収 ま っ て い る 。 ま た ， 中 銀 は ， チ リ の 主 だ っ た 貿 易 相 手 国 と の 関 係 及 び 銅 価 を 対 外 的 な 好

材 料 と 捉 え て お り ， こ の 政 策 金 利 維 持 と な っ て い る 。 ま た ， 大 統 領 選 の 決 戦 投 票 結 果 が 出 る こ と で ，

「 次 期 大 統 領 は 誰 か 」 と い う 新 政 権 に 対 す る 不 透 明 性 が 減 少 す る の で 民 間 部 門 の 投 資 に は 影 響 が

出 るだ ろう。外 部 の 懸 念 要 因 としては ， 米 国 のＦＲ Ｂ政 策 金 利 及 び 中 国 経 済 がある。  

 

（３） 中 銀 経 済 見 通 しの発 表  
 チリ中 央 銀 行 が 今 回 公 表 した 報 告 書 では，2 0 1 7 年 の 経 済 成 長 見 通 しは 1 . 4％と 前 回 予 想 （（９

月 ） 1 . 2 5～1 . 7 5％）の 範 囲 内 なが ら，わずかに 下 方 修 正 した。また 2 0 1 8 年 の 見 通 しは 2 . 5～3 . 5 ％

（（同 ） 2 . 5～3 . 5％）と 発 表 された。 消 費 者 物 価 指 数 は 2 0 1 7 年 平 均 で は 2 . 2％（同 2 . 3％），2 0 1 7

年 末 に 2 . 1 ％（同 2 . 4％ ）とさらに 低 下 し 続 けると 予 想 する。2 0 1 8 年 に入 って持 ち 直 すものの， 年 平 均

は 2 . 4％（同 2 . 7％），2 0 1 8 年 末 に 2 . 9％（ 同 3 . 0％）と予 測 している。  

 非 鉱 業 部 門 の 回 復 は ， 建 設 や 投 資 に 関 連 す る 活 動 で は 無 く ， 消 費 に 関 連 す る 活 動 の 改 善 に よ る 。

予 想 以 上 に 建 設 等 の 投 資 が 下 落 す る 中 ， 民 間 投 資 は 年 間 ２ ～ ３ ％ の 上 昇 を 見 せ て い る 。 こ れ ま で

数 年 間 低 迷 を 続 け て い た チリ ペソ と 財 務 状 況 も 改 善 し つ つ あ り ， 耐 久 消 費 財 や 機 械 へ の 投 資 も 回 復

し続 けている。2 0 1 8 年 の経 済 は， 特 に 上 半 期 は，非 鉱 業 部 門 が 緩 やかな回 復 を続 ける 間 ， 鉱 業 部

門 が 下 支 え することで低 成 長 を維 持 すると 予 測 する。  
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 物 価 は， 前 回 の 予 想 よりも低 い 水 準 を 維 持 して おり，2 0 1 8 年 上 半 期 も ２％程 度 が 続 き， 下 半 期 に

３％に落 ち 着 くと 見 做 して いる。これは，2 0 1 8 年 後 半 には 潜 在 成 長 力 と 実 体 経 済 との 乖 離 が 終 了 す

る と 見 てい る ため であ る 。 この 乖 離 が 終 了 し 始 め れ ば ，イ ン フレ・ ター ゲット の 維 持 に 向 け て 政 策 金 利 を 上

げ始 める 予 定 である。  

 対 外 的 に は ， 先 進 国 に お け る 財 政 政 策 と 景 気 刺 激 策 に 引 き 続 き 注 目 す る と 共 に ， ア ジ ア や 中 東 に

お け る 地 形 的 な 問 題 に も 着 目 す る 。 ま た 中 国 の 金 融 政 策 や 共 産 党 大 会 後 の 不 透 明 な 方 向 性 に も

注 意 を要 する。 銅 価 格 の 大 幅 な 下 落 や低 価 格 が 長 期 間 続 く可 能 性 につ いても排 除 しない。  

 

（４） チリ銅 公 社 （ＣＯＤＥＬＣＯ）リチウム開 発 のパートナー選 定 （報 道 ）  
 チリ 銅 公 社 （ＣＯＤＥ ＬＣ Ｏ）は， 本 年 ３ 月 に はリチ ウム開 発 のパ ートナー 選 定 を 済 ま せる 予 定 であっ たが，

今 日 現 在 定 か に は な っ て い な い 。 ６ 月 に サ ン ・ マ ルテ ィ ン 「Ｃ 」 戦 略 企 画 部 長 が １ ２ 月 に は 決 定 す る と し ，

その後 ，ウィリアムス鉱 業 大 臣 は２０１８年 ３ 月 までの現 政 権 中 には 明 らかに なるだろうと 述 べていた。  

 選 定 遅 延 の 要 因 とし て は，リチウム 鉱 床 の 探 鉱 ， 採 掘 に 関 する「Ｃ」のオペレショーン特 別 契 約 （ＣＥ Ｏ

Ｌ ） は 鉱 業 省 に は 認 め ら れ て い る が ， 国 家 会 計 検 査 総 局 の 承 認 が ま だ 得 られ て い な い こ と ， 更 に ， 「 Ｃ」

が保 有 するマリクンガ塩 湖 の 在 庫 量 など 知 見 が 不 十 分 であること も 挙 げられる。  

 

（５） チリ・アルゼンチン二 国 間 エネルギー・スワップ取 決 めの署 名 （報 道 ）  
 ７ 日 ， レ ボ ジョ ド・ エ ネル ギ ー 大 臣 と ア ラン ゲ レ ン・ アル ゼ ン チ ン（ 亜 ） エネ ル ギ ー 大 臣 は ， エ ネ ル ギー の 二 国

間 ス ワ ッ プ 取 決 め の 議 定 書 に 署 名 する 。 同 取 決 め に よ り ， 天 然 ガス 及 び 電 電 力 の 輸 送 メカニ ズ ム が 定

められ ，（２００ ７ 年 の） 亜 による 一 方 的 な 対 智 供 給 ス トップのよう な 要 素 が 除 去 される 。ま た， 同 取 決 め

は ， 一 時 的 又 は 季 節 的 な （ 天 然 ガ ス 及 び 電 力 ） 資 源 の 欠 乏 時 や 緊 急 事 態 な ど の 供 給 の 条 件 を 定

める。  

 天 然 ガス に つ い て は ， 世 界 最 大 の 埋 蔵 量 を 有 す る ネ ウ ケ ン （ 亜 ） か ら は （ チ リ 南 部 第 ８ 州 ） ビ オ ビ オ へ ，

他 方 ，（チリ 北 部 第 ２ 州 ）メヒジョネス 又 は（ 同 中 部 第 ５ 州 ）キ ンテーロ 天 然 ガス 発 電 所 からは 亜 の 消 費

地 ブエノスアイレス首 都 圏 に輸 送 される。  

 

（６） ロス・ペランブレス鉱 山 ：チリ・アルゼンチン国 境 変 更 に伴 うズリ堆 積 場 問 題 （報 道 ）  
 （ ロ ス・ペ ラン ブレ ス 鉱 山 の（ 元 々 は チ リ 領 で あ っ た が 現 在 は ア ル ゼ ン チ ン 領 の） 堆 積 場 を 巡 る 訴 訟 は ）３

年 間 の 訴 訟 を 経 て ， 昨 ４ 日 ， アル ゼン チ ン 司 法 当 局 は（「 ロ」 鉱 山 及 び 原 告 側 の ） 当 事 者 間 で 合 意 し

ていた内 容 を 概 ね認 め る 判 決 が 下 した。  

 「 ロ 」 鉱 山 は ， 今 後 ５ 年 間 か け て 堆 積 場 の ４ 千 万 ト ン の ズ リ を 「 ロ 」 鉱 山 の 有 す る チ リ 領 内 に 撤 去 する

ことになる。 撤 去 作 業 の 開 始 は，１２ 月 １５日 であ る。  

 

（７） チリ銅 公 社 （ＣＯＤＥＬＣＯ）のリチウム開 発 と中 国 訪 問 （報 道 ）  
 チリ 銅 公 社 （ Ｃ Ｏ ＤＥ Ｌ ＣＯ） のア ジ ア 訪 問 の 目 的 の 一 つ は ， 品 位 が 低 く ， 悪 条 件 の 下 で も 塩 湖 で 行 う

リチウム開 発 を 発 展 させる ため，中 国 の 技 術 を学 ぶ ことにあった。  

 ランドレ ッチ「Ｃ」 総 裁 は ， 上 海 大 学 塩 湖 研 究 所 の 知 見 を 得 る ことがで きた。 チリに は， 同 分 野 で 確 固

た る 技 術 研 究 が 揃 っ て お らず， 同 機 関 の ノ ウ ハウ を 取 り 入 れ る 必 要 が あ ろ う 。 「Ｃ 」 が 権 益 を 有 す る マ リ ク

ンガ塩 湖 及 びペデルナレ ス塩 湖 のリチウムは，アタカマ塩 湖 のリチウムより 品 位 が 低 い，その ため 尖 端 技 術
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が必 要 とな ると 述 べた。  

 また ，「 ラ」 総 裁 は ， バチ ェレ 現 政 権 中 に（リ チウ ム 開 発 の） パート ナーを 決 め ， 今 後 数 カ月 以 内 に 発 表

できることを 期 待 している が，まだ初 期 段 階 にある とした。  

 

（８） ム ニ ョス外 務 大 臣 の 全 体 会 合 及 び中 小 零 細 企 業 フレンズ グ ループ会 合 出 席 （外

務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 ムニョス 外 務 大 臣 は ， 第 １１ 回 ＷＴＯ 閣 僚 理 事 会 の 全 体 会 合 に 出 席 し ，チリは 多 国 間 貿 易 シス テム

の ル ー ル 遵 守 を 約 し ， 国 際 貿 易 に お け る チ リ の 経 験 こ そ ， グ ロ ー バ ル マ ー ケ ッ ト へ の 参 画 の 好 例 で あ る 。

社 会 活 動 とも 調 和 させな がらの市 場 開 放 プロセスが自 国 民 に 恩 恵 をもた らしてきた，と述 べた 。  

 「 ム 」 大 臣 は ， ま た ， ２ ０ １ ７ 年 ５ 月 設 立 の 中 小 零 細 企 業 フ レ ン ズ グ ル ー プ 会 合 議 長 と し て ， 中 小 零

細 企 業 の 活 動 を 高 める ＷＴＯが 取 り 組 むべき 作 業 プログラムの 創 設 を 提 案 した 。チリでは， 企 業 の ９０％，

雇 用 の７０％は中 小 零 細 企 業 である，と 述 べた。  

 

（９） ２０１７，１８年 の木 材 品 輸 出 見 通 し（報 道 ）  
 チリ 木 材 協 会 （ＣＯＲＭＡ）は，２０１７ 年 の 木 材 輸 出 は 対 前 年 比 ３．７ 増 で５，４６０ 百 万 米 ドル と見

込 む。また，２０１８年 につ いても同 規 模 の 輸 出 とし て，５，４００百 万 米 ドルと の見 通 しを立 てた。  

 ラガＣ Ｏ Ｒ ＭＡ理 事 長 は ， ２０ １ ７ 年 の 輸 出 増 加 の 要 因 は ， 長 及 び 短 繊 維 セ ル ロ ース の 国 際 価 格 上

昇 に よ る と こ ろ が 大 き い 。 対 前 年 比 で ， 長 繊 維 セ ル ロ ー ス は ５ ． ４ ％ ， 短 繊 維 セ ル ロ ー ス は ８ ． ５ ％ の 増

加 であ った。 これらは， 中 国 の 高 需 要 やイン ドネシ アのＯＫＩ製 紙 パルプ 工 場 プロジェクトの 停 滞 等 が 影 響

している。なお， 両 製 品 の 輸 出 だけでも， 木 材 品 全 体 輸 出 の 約 半 分 を 占 め る。  

 

（１０） チリ・キューバ二 国 間 貿 易 協 議 （外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 １ ３ 日 ， ウ リ ア Ｄ Ｉ Ｒ Ｅ Ｃ Ｏ Ｎ 二 国 間 経 済 局 長 は ， キ ュ ー バと の 経 済 補 完 協 定 （ ＡＣ Ｅ ４ ２ ） の 第 ５ 回 管

理 委 員 会 に 出 席 し ， キ ュ ー バ 政 府 と Ａ Ｃ Ｅ ４ ２ 深 化 の 第 ３ 追 加 議 定 書 の 発 効 に 合 意 し た 。 新 た な 関

税 引 下 げ 品 目 の 検 討 ， 原 産 地 規 則 の 見 直 し ， 貿 易 規 則 及 び 貿 易 円 滑 化 に 係 る 取 決 め が な さ れ

た。  

 「ウ」局 長 は， 二 国 間 貿 易 及 び 協 力 関 係 の 緊 密 化 に 資 する 協 議 で， 累 積 原 産 地 規 則 等 で は ，具

体 的 な 前 進 が あ っ た 貿 易 サ ー ビ ス 及 び 投 資 分 野 の 議 論 を 続 け て い く こと に な っ た こ と を 評 価 し て い る ， と

述 べた。  

 ま た ， 本 協 議 で は ， チ リ 国 際 協 力 開 発 庁 （ Ａ Ｇ Ｃ Ｉ Ｄ ） の チ リ 国 際 基 金 に よ る ， 市 場 ア ク セ ス ， 用 語

（ N om e nc l a t u r a ） ， 貿 易 サ ー ビ ス ， 原 産 地 規 則 な ど 経 済 ・ 貿 易 分 野 に お け る 知 見 共 有 に よ る キ ャ パ

シティビルディングなどの協 力 プログラムについて も 評 価 を 行 うことができた。  

 チリ 政 府 は，２０１４ 年 から，キュー バとの 貿 易 関 係 の 拡 大 及 び 深 化 に 取 り 組 んできたと ころ ，その 活 動

の中 には， 両 国 企 業 によ る相 互 訪 問 も 含 まれる。  

 

（１１） チリ・インドネシア二 国 間 包 括 的 貿 易 協 定 の署 名 （報 道 ）  
 １４日 、チリ・インドネシ ア（ 尼 ）政 府 は３ 年 の 交 渉 を 経 て ，ムニョス 外 務 大 臣 とルキタ尼 貿 易 大 臣 が 二

国 間 包 括 的 貿 易 協 定 （ ＣＥＰ Ａ） に 署 名 し た。 尼 にと っ ては 南 米 の 国 と 締 結 する 最 初 の 貿 易 協 定 とな

る。  
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 当 該 協 定 によっ て， 尼 がチリの 主 要 貿 易 相 手 国 の 一 つとな るのか， 中 期 的 には 中 国 を 超 え るの かとの

問 い に ， ナサ ル 外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 （ ＤＩ Ｒ ＥＣ Ｏ Ｎ） 総 局 長 は ， 中 国 は チ リ に と っ て ， 引 き 続 き ，

無 限 のポテンシャルを もつ 国 であ り 続 ける が， 尼 がチ リの主 要 輸 出 品 である 銅 の大 手 購 買 国 とな る こと は

ある。尼 が チリの重 要 な 貿 易 相 手 国 として 成 長 することを 期 待 している， と 述 べた。  

 同 協 定 の 発 効 によっ て ， 対 尼 輸 出 では ９，３０ ８ 品 目 が 無 関 税 と な り， これはチリの 対 尼 輸 出 総 額 の

９ ３ ％ に 当 た る 。 一 方 ， 尼 の 対 チ リ 輸 出 で は ７ ， ６ ６ ９ 品 目 が 無 関 税 と な り ， う ち ７ ８ ％ は 即 時 撤 廃 され

る。  

 チ リの 主 な 対 尼 輸 出 品 目 は ， セ ル ロ ース ， 魚 粉 ， 鉄 鋼 ， 葡 萄 ， サ ケ ， 木 材 ， 硝 石 肥 料 な ど で 全 体 の

８７ ％を 占 め る 。２ ０１ ６ 年 の チリ の 対 尼 輸 出 は ， 約 ６ ３ 百 万 米 ド ル 。 輸 出 企 業 １ ３ １ 社 で９ ７ 品 目 を 輸

出 していた。 一 方 ， 輸 入 企 業 ３８１社 が８８４ 品 目 ， 約 １５７百 万 米 ドル を輸 入 していた。  

 「 ム」 大 臣 は ， この 協 定 は チ リ に と っ て 尼 向 け に 留 ま らず， ＡＳ Ｅ ＡＮ 向 け の 輸 出 拡 大 に も つ な が る ， と 述

べた。  

 

（１２） 中 国 洋 なしのチリ初 輸 入 （報 道 ）  
 １ ５ 日 ， 中 国 産 洋 な し が 初 め て チ リ 市 場 に 上 陸 し た 。 そ の タ イ ミ ン グ に 併 せ ， 二 国 間 貿 易 協 定 に よ る

両 国 の 農 産 物 の輸 出 と 輸 入 成 功 を祝 し た。  

 フ ル チェ 農 務 大 臣 は ， 中 国 は チ リ に と っ て 農 産 物 の 主 要 貿 易 相 手 国 と な っ た 。 特 に ， チ リ 産 サ クラ ン ボ

の 対 中 国 輸 出 で は 成 功 し た 。 本 年 だ け で も ， チ リ 産 農 産 物 の 対 中 輸 出 は ３ ０ ％ 増 加 し た 。 年 末 ま で

には，輸 出 額 は３５ 億 ド ルを超 えるだろう，と 述 べた 。  

 ボ ウ ン ・ チ リ 果 実 輸 出 協 会 理 事 長 は ， サ ク ラン ボ の 成 功 に 続 き ， オ レ ン ジ ， レ モ ン ， そ の 他 の 柑 橘 類 の

輸 出 に 目 を 向 けている，と 述 べた。  

 

（１３） チリ・ペルー間 初 の送 電 線 計 画 ・電 力 相 互 供 給 の可 能 性 （報 道 ）  
 エネル ギー 省 は， チリ・ペ ルー 間 に 初 の 送 電 線 を 建 設 すべく 計 画 に 邁 進 し てい る。（ チリ 北 部 第 １ 州 の）

アリ カと（ ペル ー 南 部 の ） タクナを 結 ぶ 送 電 線 で ， ２０ １８ 年 ３ 月 初 旬 に 入 札 を 行 う べく 目 指 し て い る 。 そ し

て，２０１９年 中 には 稼 働 する 可 能 性 がある。 同 省 によれば，これは二 国 間 の枠 組 みで決 められた も ので

あり，ペルー当 局 に 変 化 ， 例 え， クチンスキー大 統 領 が 罷 免 されるようなこと があっても， 遂 行 される。  

 昨 年 ５ 月 に， 両 国 間 の 電 力 を 接 続 する ことの メリット評 価 は 承 認 済 みであ り，レボジェド・エネルギー 大

臣 は ， 同 接 続 が 両 国 に と っ て 経 済 的 な 恩 恵 が あ る こと は 確 信 し て い る 。 これ だ けの 大 規 模 工 事 で あ り ，

建 設 には１２ヶ月 間 を 要 し，２０１９年 又 は２０２０年 中 には 稼 働 できる，と 述 べた。  

 当 該 送 電 線 の 総 距 離 は５０ｋｍ，送 電 許 容 量 は２００ＭＷである。  

 「レ」 大 臣 は ， この 計 画 が 最 後 で は なく ， 将 来 は ， チリ・ペ ルー 間 に は 本 計 画 に 続 い て ， ペル ー 南 部 のカ

ミ セ ア か ら（ チ リ 北 部 第 ２ 州 の ） ア ン ト フ ァ ガス タま で 送 電 線 を 拡 張 する 。 総 距 離 は ６ ０ ０ ｋ ｍ ， 送 電 許 容

量 は１，０００ＭＷ に 達 する，と 述 べた。  

 当 該 計 画 が 実 現 する と ， チリ 北 部 の 再 生 可 能 エ ネル ギー 発 電 に よ る 電 力 がペ ルー に ， ペル ーか らは 天

然 ガス 発 電 による 安 価 な 電 力 がチリに 輸 出 され 得 る。  

 

（１４） サンチアゴ都 市 交 通 バスの入 札 及 び運 行 開 始 （報 道 ）  
 ２ ０ 日 ， 運 輸 通 信 大 臣 が ， （ チリ の） 今 夏 入 札 を 行 う 都 市 交 通 「 ト ランス サン チ アゴ 」の １９ １ 路 線 バス
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に つ い て は ， ２ ０ １ ８ 年 １ ０ 月 か ら 運 行 を 開 始 す る 予 定 ， と 発 表 し た も の の ， ２ ０ １ ９ 年 半 ば ま で か か る 可

能 性 がある。  

 首 都 公 共 交 通 機 関 （ Ｄ Ｔ Ｐ Ｍ） の ム ニ ョ ス 理 事 長 は ， 入 札 を 行 う １ ９ １ の 路 線 バ ス の う ち ８ ９ 路 線 は ２

０１８年 １０ 月 に，３５ 路 線 は２０１９年 １～４ 月 に ，６７路 線 は 同 年 ６月 に 運 行 を開 始 する，と 述 べ た。  

 入 札 予 定 者 からの 技 術 面 及 び 経 済 面 の 提 案 書 に 対 する 評 価 は， 今 月 ２８日 か ら開 始 する。  

 

（１５） 選 挙 後 の市 場 の動 きについて（報 道 ）  
 サンティアゴ証 券 取 引 所 は， ピニェラ候 補 の 勝 利 を 祝 って 一 日 で 2 0 0 億 米 ドル 相 当 の上 げ幅 を見 せ

た。（上 場 企 業 の）上 位 4 0 社 の 時 価 総 額 は約 1 0％増 加 し， 今 後 1 2 ヶ月 で I P S A 指 数 （サンティ

アゴ証 券 取 引 所 株 価 指 数 ）は 6 0 0 0 ポイントを超 え，来 年 3 月 までに 対 ド ルチリペソは 6 0 0 ドル前 後

になると 予 想 する 。  

 大 統 領 選 挙 の 翌 日 ， サンティアゴ証 券 取 引 所 の株 価 は 前 日 （ 1 5 日 ）から 6 . 9％ 上 昇 し，9 年 間 で

過 去 最 大 の 上 げ 幅 となり ， I P S A 指 数 は 5 5 9 5 . 6 5 ポイントと過 去 最 大 値 となった。 I P S A 指 数 を 構 成

す る 4 0 社 の 時 価 総 額 は ， 金 曜 の 終 値 を 9 . 3 3 ％ 上 昇 し ， 時 価 総 額 は 1 9 , 6 5 7 百 万 米 ド ル か ら

2 3 0 , 3 9 0 百 万 米 ドルと なった。このうち 1 0％ 以 上 の 上 げ 幅 となっ たのは 3 2 社 ，2 0 ％ 以 上 は 3 社 であっ

た。  

 専 門 家 の 予 想 通 り， 建 設 ， 銀 行 ， 小 売 部 門 におい て 好 調 であ っ た。 一 部 のア ナリスト が 市 場 の 反 応

が過 大 であると 主 張 する 一 方 ，2 0 1 8 年 までに 更 なる I P S A 指 数 の 上 昇 を予 測 する 者 もい る。ピニ ェラ

候 補 の 選 挙 公 約 は 投 資 と 成 長 に 焦 点 を 当 て て お り ， 新 政 権 に よ っ て 政 策 が 制 定 さ れ ， 経 済 界 と 消

費 者 が 共 に 最 も 活 発 な 景 況 感 を形 成 できると 期 待 する。  

 投 資 家 は， 中 期 的 レベルのリスクはあるものの今 後 1 2 カ月 に I P S A 指 数 は 5 8 0 0～6 0 0 0 ポイ ントに

な る と し ， 特 に 小 売 ， コ モ デ ィ テ ィ 取 引 ， 建 設 業 で は ， 好 調 な 外 部 環 境 と 国 内 需 要 に よ り ， 好 調 な 景

気 循 環 をもたらすと 予 測 する。また 別 のアナリストも 2 0 1 8 年 末 までに 6 0 0 0 ポイントと 予 測 した。  

 ま た ， 専 門 家 の 予 測 し た と お り ， ピ ニ ェ ラ 候 補 の 勝 利 に よ り チ リ ペ ソ に 対 し て ド ル は 急 速 に 下 落 し ，

6 2 1 . 5 0 ドルと 1 0 月 1 6 日 以 来 の 最 低 水 準 とな った。これは 2 0 1 6 年 3 月 1 7 日 の 下 げ 幅 （ 1 6 . 4 ド

ル）以 来 の 下 落 幅 で もあ るが，ペソの 急 速 な 上 昇 は予 測 の 範 囲 内 と 専 門 家 は 見 ている 。ドルが ，ユ ーロ，

ポ ン ド ， 円 に 対 し て も 弱 く な っ た た め に ， チ リ ペ ソ が 強 く な っ た と い う 見 方 も で き る が ， 最 大 の 要 因 は 選 挙 で

あ る 。 い ずれ 落 ち 着 き を 見 せれ ば 経 済 原 理 の 働 き に よ り ， （ 為 替 が ） 逆 方 向 に 進 む 可 能 性 も あ る ， と 警

告 した。  

 

（１６） アマゾン社 のチリ進 出 と雇 用 （報 道 ）  
 ２ ２ 日 ， ア マ ゾン 社 が チ リ で のオ ペ レー シ ョ ンを 開 始 する 。 「 ア」 社 の チ リ 上 陸 に つ い て は ， か ね て か らチ リ 小

売 業 にと っては 打 撃 と 目 されていたが， 雇 用 部 門 では様 々な 影 響 があると される。  

 ニ ュ ーヨ ー クタイム ズ 紙 に よる と ，「ア 」 社 のよう なオ ン ライ ン 取 引 ビ ジ ネス で は 店 舗 販 売 よ り も 少 な い 雇 用

で 多 くの 商 品 を 販 売 し ， 従 業 員 の 平 均 給 与 も 高 い とい う。 チ リ 国 家 統 計 院 ( Ｉ Ｎ Ｅ ) によ れ ば ，２ ０１ ６ 年

におけるチリ 労 働 市 場 の 新 規 雇 用 のうちの１０ 分 の６は小 売 部 門 であ ることから，オン ライン 取 引 ビジ ネス

の 進 出 は 雇 用 に 与 え る 影 響 が 懸 念 さ れ る 。 一 方 ， オ ン ライ ン 取 引 で は （ 店 舗 で は な く ） 流 通 セ ン タ ー 等

では新 規 雇 用 があるとの 指 摘 もある。  
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（１７） 人 口 センサス２０１７の調 査 結 果 （１次 速 報 値 ）  
 2 0 1 7 年 におけるチリの総 人 口 は 1 7 , 5 7 4 , 0 0 3 人 となり ，2 0 0 2 年 調 査 結 果 からの 伸 びを 各 年 換 算

すると ， 年 間 増 加 率 は 約 1 . 0 6 % 増 と なった。う ち男 性 が 8 , 6 0 1 , 9 8 9 人 （ 全 体 の 4 8 . 9 % ），女 性 が

8 , 9 7 2 , 0 1 4 人 （同 5 1 . 1 ％）という構 成 とな った。  

 階 層 別 では，0～1 4 歳 人 口 が 2 0 . 1％（ 2 0 0 2 年 調 査 2 5 . 7％），労 働 力 人 口 となる 1 5 - 6 4 歳 が

6 8 . 6％（同 6 6 . 2％），6 5 歳 以 上 人 口 が 11 . 4 ％（同 8 . 1％）となり， 少 子 高 齢 化 が 進 んでいる。  

 居 住 地 は， 全 人 口 の 4 0 . 5％が 首 都 圏 州 に 集 中 し， 次 いで 第 ８州 （ビオビオ州 ）に 11 . 6％， 第 ５ 州

（バルパライソ州 ）に 1 0 . 3 ％となり，これらの３ 州 に 全 人 口 の 6 2 . 4％が 居 住 している。一 方 ，第 11 州 （ア

イゼン州 ）は 0 . 6％， 第 1 2 州 （マガジャネス州 ）は 0 . 9％しか居 住 していない 。  

 今 後 の 予 定 では 2 0 1 8 年 4 月 に 確 定 値 が， 6 月 にミクロデータが 公 表 される予 定 である。  

 

（１８） 銅 生 産 量 の増 加 について（報 道 ）  
 2 0 1 7 年 末 の 銅 価 格 は 1 ポンド 当 た り 3 . 2 3 8 ドルに達 し， 前 年 比 約 3 0％増 ， 7 年 ぶりの 水 準 と なっ

た。チリ銅 委 員 会 （ C O C H I L C O）は今 後 1 0 年 間 の 生 産 量 拡 大 を 予 測 し，新 たな 投 資 を 呼 び 込 むつ

もりである。  

 1 2 日 連 続 の 銅 価 格 の 上 昇 は 2 6 日 ，3 . 2 3 8 ド ルに達 した。 これは 2 0 1 4 年 7 月 2 5 日 以 来 の 最

高 値 であり， 年 間 の 変 化 率 （ va r i a c i o n）では 2 9 . 8 % 増 と 7 年 間 で 最 も 高 い上 昇 率 を示 した 。2 0 1 7

年 平 均 では 2 . 7 9 3 ドルと なり，これは 2 0 1 4 年 （ 年 平 均 3 . 11 2 ドル） 以 来 の最 高 値 で，2 0 1 6 年 の 平

均 価 格 2 . 2 0 5 ドルと 比 較 して 年 平 均 2 6 . 6％ 増 である。  

 専 門 家 によると， 昨 年 第 4 四 半 期 から中 国 経 済 の 活 性 化 の兆 し が見 え始 めたため，（ 低 迷 して いた）

金 属 価 格 の 反 転 の き っ か け と な っ た 。 この ２ 日 間 で 増 加 し た の は ， 主 に 中 国 最 大 の 銅 生 産 会 社 で ある

中 国 鉱 業 会 社 の操 業 停 止 の 発 表 と 関 連 してい る。中 国 の 需 要 が 2 0 1 7 年 初 頭 の 見 積 もりより 拡 大

すること により， 金 属 価 格 は 2 0 1 8 年 も 引 き 続 き好 調 であると 予 測 する。  

 こ の 様 な 状 況 の 中 ， C O C H I L C O は チ リ の 銅 生 産 が 2 0 2 8 年 に は 1 3 . 9 ％ 増 加 す る と 予 測 し た 。

2 0 1 7 年 に 予 定 されていた投 資 案 件 が 全 て 実 現 すれば，2 0 2 4 年 には 初 めての生 産 ピークとなる 6 3 2 4

トンを生 産 し， 2 0 2 8 年 には 6 3 2 2 トンとなる。C O C H I L CO のセルヒオ・ヘルナンデス副 総 裁 によると ，こ

の 予 測 は， 鉱 業 界 が 近 年 ， 価 格 低 迷 に より 凍 結 し てきた 生 産 目 標 を 達 成 する もので あ り，  9 0 年 代

程 の（高 い）水 準 ではない ものの，今 後 1 0 年 間 に 期 待 していると 述 べた 。  

 一 方 で C O C H I L C O は，投 資 案 件 が 達 成 されなかった場 合 のシナリオも想 定 し，その 場 合 今 後 1 0

年 間 の 生 産 量 は 3 1 . 5 4 ％減 ， 生 産 量 は 3 8 0 万 トンとなる。「ヘ」副 総 裁 は， この場 合 ， 生 産 量 は激

減 し ， チ リ の 市 場 シ ェア は 低 下 する だ ろ う ， チ リ の 可 能 性 を 最 大 限 に 活 用 し ， 1 4 ％ 以 上 成 長 する た め に

は， 競 争 力 を 高 める 必 要 があ ると 述 べた。ま た， 銅 価 格 の 変 動 は 鉱 山 プ ロジェクトを 再 開 を 決 定 する基

本 的 な 指 標 であり，3 ド ルを超 える 場 合 には 多 く のプロジェクトを再 開 する きっかけとなると述 べた。  

 

（１９） Ｇ２０第 １回 高 級 実 務 者 会 合 （外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 １ ２ 月 １ ４ ～ １ ６ 日 ， バ リ ロ ー チ ェ （ ア ル ゼ ン チ ン （ 亜 ） ） に 於 い て 第 １ 回 Ｇ ２ ０ 高 級 事 務 レ ベ ル 会 合 が 開

催 され た 。 亜 は 議 長 国 と し て ， チ リ 及 び オ ラ ン ダ を 招 聘 し た 。 チ リ か らは ， オ テ ロ Ｄ Ｉ Ｒ Ｅ Ｃ Ｏ Ｎ 多 国 間 経 済

関 係 局 長 が 代 表 と し て 出 席 し ， チリ にお け る 太 陽 光 ， 水 力 ， 風 力 ， 地 熱 等 と い っ た 再 生 可 能 エ ネル ギ

ー分 野 での進 展 ぶりを 紹 介 した。  
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 亜 は ， この 第 １ 回 会 合 を“ 公 平 的 か つ 持 続 的 発 展 の た め の コン セ ン サス 形 成 ” と 銘 打 っ て ， ① 将 来 の

取 組 み ， ② 発 展 の た め の イ ン フ ラ ， ③ 将 来 の 持 続 的 な 食 糧 ， の ３ 点 を ２ ０ １ ８ 年 の 優 先 課 題 と し た 。 ま

た ， 会 合 で は ， デジ タル 経 済 ， 雇 用 ， 教 育 ， エネ ル ギー ， 気 候 変 動 ， 貿 易 と 投 資 ， 農 業 ， 保 健 ， 汚 職

防 止 ， 持 続 的 成 長 とい った各 作 業 グループが 取 り組 むべき課 題 な どが 紹 介 された。  

 
（以 上 ） 


